
   

 

2025 年 3月 24 日 

国立大学法人山口大学 

岩国市 

 

山口大学と岩国市が連携して小児・ 周産期の医療体制の整備に向け、

山口大学医学部に「小児 周産期地域医療学講座」を設置 

 

この度、国立大学法人山口大学（学長：谷澤幸生、以下：山口大学）と岩国市（市長：

福田良彦）は、地域の課題を解決するため、「山口大学社会連携講座」の制度により、 

山口大学医学部に「小児 周産期地域医療学講座」を設置することを決定しました。 

 

この講座は、ふるさと納税の寄附金を活用し、安定的な小児 周産期医療体制の確保

を目指して、大学と自治体等が連携し、岩国保健医療圏における小児 周産期医療の環

境を整備します。この取り組みにより、小児救急や周産期医療などの医療体制の充実を

図るとともに、地域の活性化や人材育成などによる地方創生の推進に資することを目的

とします。 

つきましては、取材 報道についてご検討いただきますようご案内申し上げます。 

 

 

 

【イメージ図】 
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【概要】 

≪講座名称≫ 

小児 周産期地域医療学講座（Department・of・Pediatric・and・Perinatal・Community・

Medicine） 

 

≪背景≫ 

岩国市内の小児救急や周産期医療の現場では、医師の高齢化や若手医師の確保が困難

な状況で、特に深夜帯における急病時の受診は医療従事者の負担要因となっています。 

 

≪講座の内容≫ 

この講座は、小児救急医療機関である岩国医療センターを活動拠点とし、小児・ 周産

期医療体制に関する課題の分析と解決に向けた実践的な研究や診療支援、教育・ 指導を

行います。これにより、小児 周産期医療の安定した医療体制の確保を目指します。 

○具体的には以下を計画しています。 

1）岩国保健医療圏における小児 周産期医療体制の課題抽出と解決に向けた実践 

2)・学校 保育所などでの小児救急講習 

3)・小児 周産期医療に関する学会発表、論文報告、市民公開講座 

4)・救急受診 救急車要請の適正化に向けた市民啓発コンテンツの作成 

5)・医学生、初期研修医、小児科専攻医への教育及び高等学校等への出張講義 

 

【期待される効果】 

岩国市における小児患者の適正受診の推進、医療従事者の負担軽減、小児・ 周産期医

療の安定的な運営など 

 

【講座設置期間】 

2025（令和 7）年 4月 1日 ～ 2030（令和 12）年 3月 31 日 

 

【設置場所】 

山口大学医学部（山口県宇部市南小串 1丁目 1番 1号） 

 

【担当教員】 

医学部 高橋 一雅（たかはし かずまさ） 教授 

 

【取材に関するお問い合わせ先】 

 山口大学医学部総務課広報 国際係（西村） 

電話番号：0836-22-2009 

 岩国市・健康医療部・地域医療課（吉本 森槌） 

電話番号：0827-29-5011 


